
質
的
な
進
化
に
向
け
新
た
な
一
歩

生
き
る
道
は
技
術
開
発

　創立 周年を迎えた日本工作機械工業会の
横山元彦会長（ジェイテクト会長）に、業界
を取り巻く環境変化や新興国との競争と協調
のあり方などを聞いた。

（名古屋編集委員・山中久仁昭）

インタビュー

横山元彦会長
　
―
日
本
の
工
作
機
械
受
注
は
過

去

年
間
に
、
大
き
な
山
と
谷
を

経
験
し
ま
し
た
。

　
「
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
と
米
国
の

同
時
多
発
テ
ロ
に
伴
う
不
況
に
見

舞
わ
れ
た
が
、
２
０
０
３
年
か
ら

急
回
復
し
、

年
か
ら
５
年
連
続

で
受
注
額
は
１
兆
円
を
突
破
。

年
に
は
過
去
最
高
の
１
兆
５
９
０

０
億
円
を
記
録
し
た
。
し
か
し

年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
影

響
で

年
は
、
ピ
ー
ク
時
の
４
分

の
１
近
く
ま
で
激
減
し
た
。
そ
の

後
の
回
復
で
は
、
従
来
５
割
程
度

だ
っ
た
外
需
比
率
が
約
７
割
に
ま

で
伸
長
し
て
い
る
」

　
―
ま
さ
に
激
変
で
す
ね
。

　
「
世
界
経
済
の
中
心
が
、
従
来

の
欧
米
か
ら
中
国
を
中
心
と
す
る

新
興
国
へ
と
移
り
変
わ
っ
た
。
中

国
の
工
作
機
械
生
産
額
は
約

年

で

倍
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、

日
本
と
中
国
、
韓
国
、
台
湾
な
ど

ア
ジ
ア
の
工
作
機
械
生
産
額
は
世

界
の
約

％
に
ま
で
な
っ
た
。
加

え
て
為
替
水
準
が
様
変
わ
り
し

た
。
欧
州
の
債
務
問
題
を
引
き
金

と
す
る
超
円
高
で
は
一
部
ユ
ー
ザ

ー
産
業
の
海
外
生
産
移
転
が
進
展

し
て
お
り
、
業
界
の
輸
出
採
算
は

極
め
て
厳
し
い
」

　
―
日
本
は

年
か
ら

年
間
、

工
作
機
械
生
産
額
で
世
界
一
で
し

た
が
、
そ
の
後
中
国
に
追
い
抜
か

れ
ま
し
た
。

　
「
日
本
の
生
き
る
道
は
た
ゆ
ま

ぬ
技
術
開
発
だ
。
技
術
の
先
進
性

や
圧
倒
的
な
信
頼
性
、
キ
メ
細
か

な
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
機
械
の

さ
ら
な
る
知
能
化
で
新
興
国
勢
と

差
別
化
で
き
る
。
現
に
、
日
本
の

機
械
の
精
度
は
従
来
の
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
単
位
か
ら
ナ
ノ
メ
ー
ト

ル
単
位
に
進
化
し
て
お
り
、
５
軸

加
工
機
や
複
合
加
工
機
な
ど
の
技

術
も
進
展
し
て
い
る
。
日
本
は
今

後
、
知
的
財
産
管
理
に
力
を
入
れ

る
ほ
か
、
機
械
技
術
の
標
準
化
で

は
世
界
の
主
導
権
を
と
れ
る
よ
う

に
し
た
い
」

　
―
産
学
連
携
で
は
、
技
術
開
発

と
と
も
に
人
材
の
確
保
・
育
成
が

テ
ー
マ
で
す
ね
。

　
「
若
年
労
働
力
の
不
足
や
団
塊

世
代
の
定
年
退
職
に
伴
っ
て
技
術

・
技
能
承
継
の
問
題
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
学
生
に
工
作
機
械
が
い

か
に
モ
ノ
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

る
か
、
魅
力
を
訴
え
る

工
作
機

械
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

、
新
人
技

術
者
の
教
育
向
け
に
は

工
作
機

械
基
礎
講
座

な
ど
を
今
後
も
開

催
し
て
い
く
。
技
術
開
発
で
は
、

応
用
技
術
の
範
囲
拡
大
に
向
け
産

学
連
携
を
加
速
さ
せ
た
い
」

　
―
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
は

ど
う
対
応
し
ま
す
か
。

　
「
世
界
の
総
人
口
が

億
人
を

突
破
し
、
新
興
国
を
中
心
に
工
作

機
械
需
要
も
さ
ら
に
拡
大
す
る
か

ら
工
作
機
械
は
成
長
産
業
だ
と
い

え
る
。
日
本
の
業
界
は
長
期
的
視

野
に
立
っ
た
新
興
国
開

拓
が
必
要
不
可
欠
で
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
応

す
る
製
品
の
開
発
・
供

給
に
努
め
た
い
。
同
時
に
環
太
平

洋
経
済
連
携
協
定

Ｔ
Ｐ
Ｐ

な

ど
、
自
由
で
公
平
な
競
争
が
で
き

る
環
境
の
整
備
を
求
め
た
い
。
技

術
面
で
は
次
世
代
自
動
車
や
航
空

機
、
医
療
産
業
な
ど
成
長
分
野
に

お
け
る
工
作
機
械
の
開
発
が
重

要
。
当
工
業
会
で
は
、
お
お
む
ね

年
後
ま
で
の
業
界
関
係
者
の
指

針
と
な
る

工
作
機
械
産
業
ビ
ジ

ョ
ン
２
０
２
０

を
策
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
」

　
日
本
工
作
機
械
工
業
会
が

月
１
日
、
創
立

周
年
を
迎
え
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

復
興
で
、
欧
米
製
機
械
の
修
理
・
販
売
な
ど
か
ら
出
発
し
、
技
術
を
磨
い
た
企
業
が
少
な
く

な
い
。
工
作
機
械
は
機
械
を
つ
く
る
た
め
の
機
械
で
、
あ
ら
ゆ
る
製
造
業
の
基
本
と
な
る

設
備
だ
。
そ
し
て
先
進
国
に
追
い
付
き
追
い
越
せ
と
の
思
い
は
、
顧
客
も
メ
ー
カ
ー
も
大

学
、
研
究
所
の
関
係
者
も
同
じ
だ
っ
た
。
工
作
機
械
業
界
は

年
連
続
の
生
産
額
世
界
一
を

経
て
、
技
術
力
の
錬
磨
と
い
っ
た
質
的
進
化
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。工作機械の世界三大見本市の一つとして注目される　

日工会など主催の日本工作機械見本市 ＪＩＭＴＯＦ

　
日
本
の
工
作
機
械
の
エ
ポ
ッ

ク
メ
ー
キ
ン
グ
は
何
と
い
っ
て

も
Ｎ
Ｃ

数
値
制
御

化
だ
。

１
９
５
０
―

年
代
に
各
社
は

Ｎ
Ｃ
関
連
の
技
術
・
製
品
開
発

を
競
っ
た
。
Ｎ
Ｃ
化
が
工
作
機

械
の
機
能
、
性
能
な
ど
の
商
品

性
を
格
段
に
向
上
さ
せ
た
。
そ

の
結
果
、
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
は
日

本
を
代
表
す
る
「
輸
出
財
」
と

な
り
、
国
内
外
の
モ
ノ
づ
く
り

に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
米
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科

大
学
が
Ｎ
Ｃ
技
術
を
開
発
し
た

５
年
後
の

年
、
富
士
通

当

時
の
担
当
部
門
は
現
フ
ァ
ナ
ッ

ク

が
Ｎ
Ｃ
タ
レ
ッ
ト
パ
ン
チ

ン
グ
プ
レ
ス
を
開
発
し
た
。
そ

の
後
、
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所

と
富
士
通
が
Ｎ
Ｃ
フ
ラ
イ
ス

盤
、
池
貝
鉄
工

現
池
貝

が

Ｎ
Ｃ
旋
盤
「
Ａ
Ｎ
Ｃ

」
、
大

隈
鉄
工
所

現
オ
ー
ク
マ

が

絶
対
位
置
方
式
の
Ｎ
Ｃ
「
Ｏ
Ｓ

Ｐ

」
を
開
発
す
る
な
ど
、
活

発
な
動
き
が
み
ら
れ
た
。

　
Ｎ
Ｃ
化
以
前
の
工
作
機
械
は

手
動

マ
ニ
ュ
ア
ル

式
旋
盤

で
、
高
度
な
加
工
に
は
熟
練
技

能
を
必
要
と
し
た
。
Ｎ
Ｃ
化
で

誕
生
し
た
Ｎ
Ｃ
旋
盤
や
、
複
数

種
の
加
工
に
対
応
す
る
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ

は
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
さ
え
す
れ
ば
誰
で
も
扱
え

る
。
発
売
初
期
は
大
手
の
工
場

か
ら
入
り
始
め
た
の
が
、
や
が

て
中
小
企
業
に
広
が
っ
た
。
町

工
場
と
い
え
ど
も
最
新
設
備

で
、
加
工
の
高
精
度
化
や
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
、
納
期
短
縮
と
い
っ

た
時
代
の
変
化
へ
の
対
応
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
多
く
の
企
業
は
Ｎ
Ｃ
機
械
を

導
入
し
な
が
ら
も
知
恵
と
工
夫

を
重
ね
、
「
人
の
技
と
Ｎ
Ｃ
の

頭
脳
」
を
共
存
さ
せ
て
今
日
の

モ
ノ
づ
く
り
日
本
を
根
底
で
支

え
て
き
た
。

年
に
約

％
だ

っ
た
日
本
の
工
作
機
械
生
産
に

占
め
る
Ｎ
Ｃ
化
率
は
い
ま
や
８

割
を
超
す
。

　
工
作
機
械
の
受
注
は
産
業
界

の
設
備
投
資
に
連
動
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
幾
度
も
受
注
の

山
と
谷
を
経
験
し
て
き
た
。
目

下
、
超
円
高
や
欧
州
の
債
務
危

機
、
中
国
の
金
融
引
き
締
め
と

い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
い

る
。
市
場
が
よ
り
一
層
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
中
で
、
「
打
た
れ

強
い
」
「
耐
え
抜
く
力
が
あ

る
」
と
さ
れ
る
メ
ー
カ
ー
各
社

の
今
後
の
戦
略
が
注
目
さ
れ

る
。

日本工作機械工業会創立周年
　　 ２０１１年 平成２３年 １２月１日 木曜日 【広告特集】 （ ）


